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一プロローグー
　美術館（Art　Museum，　Museum　of　Art）
は，博物館（Museum）の一種とされる。
　ところが，わが国では，「博物館」と「美術
館」に区別され，博物館的なものと，美術館
的なものとにいささか異なったものとして認
識されているように思われる。
　もっとも，博物館と言っても，その対象と
する資料により，自然史博物館，歴史博物館
等と小区別されているが，美術館に限って美
術博物館と呼ばれることは殆どない。
　（私の知る限りでは，棚橋氏の「博物館学」
の諸著書に見えるのと，現実には新潟県立美
術博物館，長崎県立美術博物館以外にないよ
うである。）
　我が国で，博物館と美術館との意識に区別
が生じたのには，それなりの理由があると思
われる。
　日本の美術館発達史は，稿を改めて考察す
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ることにしたいが，明治の始めに欧米の博物
館制度を学んだ時，まず富国，産業振興のた
めに博覧会を開催し，各地の物産を奨励する
ことを優先し，その恒久的な施設として博物
館が考えられていたことは明らかである。
　そこで，英国サウスケンジントンの博物館
をモデルとした，物産館，天産館（自然史）
を造ることにあった。
　そして，美術系の博物館は，いわゆる，骨
董品や美術品を集め，趣味人に見せることな
どは，不急なものと思われていたようであ
る。（そう言えば，初等教育における，音楽，
美術等の情操教育も時間に余裕があればと言
うカリキュラムであった。）
　明治十年の第一回，内国勧業博覧会の時，
会場内に美術館と言うパビリオンを建て，臨
時的に美術品を借り集あ，陳列しているが，
これは臨時の美術展覧会場であり，Museum
＊明治大学文学部教授
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第1回内国勧業博覧会の美術館内部
としての美術館への方向ではなかった。
　それに拍車をかけたのが大正15年に造ら
れた東京府立美術館である。これは美術展覧
会の為の場所，美術団体への貸し会場であっ
た。
　その美術の振興に対する功績は高く評価す
るものであるが，Museumとしての美術館
の正しい姿を50年に渡り歪めた罪は少なく
ないであろう。（新館の建設を期に改良され，
Museumとしての活動を始めたことは，周
知のことである。）
　この首都の「美術館と称する美術会館」が，
美術館のモデルとなり，系統的な収集もな
く，専門家もいない，ただの貸し会場であり，
作品を発表，鑑賞させるための場所と言う，
世界の中でも異色な日本的美術館が生まれた
と言えよう。
　つまり，日本の美術館は，Museumとして
のスタートではなく，Art　Galleryとして始
まったと言えよう。
　このMuseumと言う言葉には，博物館の
ほかに，学者の書斎，史的資料，論文集と言
う意味もあり，そこから資料や研究の集積，
その場所の意味が含まれていることが理解さ
れていなかったと言えよう。
　Museumの起源は，ヘレニズム期のアレ
キサンドリアに作られたMouseionにある
と言うのが，世界的な定説となっている。し
パルテノンのピナコテーク跡
かし，その歴史の糸をさらに辿っていくと，
どうもこの定説にも問題があるように思われ
る。
　また，美術館的なものの起源は，このムー
ゼオンではなく，ギリシャの神殿やピナコ
テーク（Pinacotheca）ストアポイキレー〔列
柱絵画館〕等のArt　Galleryにあったと見る
方が良いのではなかろうか。
　本来，絵画，彫刻は記録，記念の礼拝のた
めのものであり，また，鑑賞して，楽しむと
言う趣味の次元に属するものでもあると言え
よう。
　だから学問としての美術史は，ヴィンケル
マンの「古代美術史」（1764）が始めとされ，
それまでの美術家伝の集積ではなく，発達史
的考察が確立された。そこでは「作品の真偽
及び様式上の価値を批判しっっ，作家，作品
を歴史的に解釈，記述し，全体を一定の観点
から整理する」科学として分科，独立したと
言えよう。
　そして近代的な美術館は，「1820年頃より，
〔貴人達の私的コレクションから公的な
Museumへの移行がようやく完成され〕こ
うしてMuseumは進歩的な機関の一っとな
るにいたった」とゼードルマイヤーは指摘し
ている。
　つまり，19世紀になって，「美術品のある
館」は過去の趣味的，記録的，記念的美術品
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の集積場（Art　Gallery）から，系統的，学的
収集，修復，保存，学的研究の場（Art
Museum）となり，それらを系統的に展示
し，美術史の体験的学習の場でもあり，また
同時に情操的，趣味的な教養，娯楽の場と大
きく変化したと言える。
　っまり，美術館が博物館の一種として機能
し始めたのは，実に19世紀になってからと
言えるであろう。しかし，「美術のある館
（Art　Gallery）」は，礼拝的観照の場であった
り，歴史的な記念を知らしめる場であった
り，趣味的娯楽の場であり，いわゆる，（自然
史系）博物館と言われるものの歴史より古い
と言えるのではないだろうか。
　そこで本稿では，この二つの立場（美術の
観賞・美術史的，文化史的な学習）を持っ
「美術の館」の変遷を概観し，美術作品の置か
れてあった場とその観賞にっいて，社会史的
立場で考察して見たいと思うものである。
　しかし，与えられた紙数にも制限があり，
先行研究も少なく，資料も少なく，その探査
の不徹底もあって，引き続き考究したいと思
うので，ここでは試論として提示し，大方の
ご批判を仰ぎたいと思うものである。
（1）Museumの始源
　アレキサンドロスは大遠征の結果，エジプ
トの占領地にギリシャ文化の粋を集あた一大
首都たらしあようとしたが，志半ばで没し
た。その志を受けたプトレマイオス1世ソー
テール（アレキサンドロスの部将）は，建築，
学問，音楽の都にすべく大事業をはじあた。
その一っがムーゼオンであり，それが完成し
たのは，次のプトレマイオスll世（フィラデ
ルフス）の時代である。
　このムーゼオン〔学園〕は，ソーテールの
命により，アリストテレスのリュケイオン
（Lukeion）に学んだ学徒達，デメトリオス
（Demetorios）等の手に依って，リュケイオ
ンの設備，方法に倣ってっくられた学園と言
アテネの神殿アテネ像（想像図）
われ，その中心はアリストテレスの蔵書を収
蔵する哲学研究所であったとも言われてい
る。
　アリストテレスは17才の時から，プラト
ンのアカデミアに学び，「万学の祖」ともいわ
れるように，人間の知識の殆どの領域に及ぶ
包括的な哲学者であったが，特に師に勧めら
れて動物学や自然科学に傾倒していったとも
言われている。しかし，その弟子達は，彼の
哲学的，思弁的な側面より，科学的，実証的
な態度を受け継いでいる。それは，その業績
からも伺える。
　このムーゼオンでは，ムーサを祭る神殿
（祭壇）を持ち，講義室，研究室，動物園，植
物園，博物学的資料室，天文台（観測所），食
堂，大図書館を持った現代の総合大学のよう
な学園であったと言われ，その広大な施設の
中で最も有名であったのが図書館である。蔵
書数50万巻，図書目録120巻を擁し，その図
書館長は極めて重要な役職であり，この職は
ムーゼオンの最高責任者であったと言われて
いる。
　このリュケイオンは，アテナイの西にあっ
たプラトンのアカデミアと対立するように東
側の郊外に位置しており，研究と教育の場
（学園）であり，庭園を散歩しながら講義した
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ところから「ペリパトス・道遙学派」と呼ば
れていた。（ムーサを祭るムーゼオンがあっ
たと言われているが，それが神殿であったの
か，祭壇だけであったのかは未だに明らかで
はないようである。）
　プラトンのアカデミアも，アポロンとムー
サイの神を祭るムーゼオンがあり，宗教的な
共同団体であり，講堂，図書室や資料室，絵
画室（Pinacotheca）があったと言われてい
る。
　しかし，Museumの起源は，アリストテレ
スのリュケイオンとするのが至当ではないか
と思われる。
　リュケイオンは，アリストテレスを師伝と
して学んだアレキサンドロスによる財政的援
助があり，遠征の間に見つけた珍奇な動植鉱
物の資料をはるばる届けさせていること。
　また，アリストテレスは，弟子達を督励し
て，動植物，岩石，ギリシャ各地の風俗，慣
習を収集し，観察，分類，整理し，研究の資
料にしようとしていたと言われる。
　すると，当然それらを収蔵する資料室（後
世のキャビネット）があったと推測すること
が出来る。
　以上の理由で，Museumの起源を，このア
リストテレスのリュケイオンにあるとする方
が，適切と言えるのではなかろうか。
　しかし，この始源に付いて，発掘資料等の
条件も豊かな，ヨーロッパの学者達が探究し
ていないのは不思議なことであり，そこには
何等かの理由があるのであろうか。
＊ムーサとは．
　周知のように，ミューゼオンとは，MUSA
（ムーサ）詩歌女神　〔ゼウスとムネモシュメ
（記憶）の娘〕に捧げられた神殿であり，或い
はムーサを崇拝する信者の集団とも言えるよ
うである。では何故ムーサの神を祭るのであ
ろうか。
　ギリシャの詩人，ヘシオドスの「神統記」
に依れば，ムーサは学問・芸術・芸能を司る
九神であるとされている。
　ムーサ達は，ニムフと同じように元来「泉
の神」であった（ギラン・ギリシャ神話）が
その後，ムネモシュメの系統を引く記憶の女
神となり，更に「詩的霊感の女神」とその内
容を変更してきたと言われる。
　このムーサ達は長い間，「音楽と詩一般を
司る，一体となった合唱団のなかに埋没して
いたが，それぞれの専門領域が与えられたの
は後になってからである」（同上）と言われ
る。
　クレイオーは歴史，エウテルベーは笛の演
奏，タレイアは始め羊飼い，のちに喜劇，メ
ルボネーは悲劇，テルプシコーラは叙情詩と
舞踊，エラトーは恋愛詩，ポリュームニアー
は英雄讃歌，後に物真似芸術，ウーラーニ
アーは天文学，カリオペーははじめ姉妹の最
上位であるとされていたが，叙情詩と雄弁，
哲学のムーサとされている。
　また，プラトン「バイドロス」の中で，ソ
クラテスが媚の縁起物語を語り，蝉はムーサ
に仕える使者であり，「この世にすむ人間ど
ものうちの誰が，どのムーサの女神を敬って
いるかを報告する」，詩歌，詩人のシンボルで
あるとしている。
　つまり，ムーサは，詩，歌，舞踊の神であっ
たが，ムーサの信仰は，ムーサに奉仕するム
シュケー（mousike）の名のもとに，音楽（狭
義のムシュケー）や「芸術的な」の意味とな
り，広く学問，知的活動の神とその範囲を広
げている。
　その根底には「詩的霊感」を与え，「神裸」
（Inspiration）をもたらす女神と言うことに
なる。
　以上ムーサ達をみてきたが，造形芸術部
門，つまり，絵画や彫刻，工芸を直接担当す
るムーサは居ないようである。
　これはギリシャの芸術観に基づくもので，
当時，詩や音楽はムーサに愛され，高く評価
されているが，造形芸術は，独立した芸術と
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は見られず，建築や道具を飾る職人の「手仕
事」として低く扱われていたからである。
　絵画にしろ彫刻にしろ，それらは，神の像
や諸神に捧げ，奉納するものであり，神話の
伝達であり，戦勝の記念であり，独立した芸
術作品として，鑑賞されるものではなかった
と言えよう。
　その一っの証拠として，語意の豊富さで知
られているギリシャ語なのに，「芸術」と「技
術」と言う異なる概念を表すのに「テクネー」
しかないようである。この伝統は西欧の言語
に受け継がれArt（英）にしろ，　Kunst（独）
にしろ，技術と芸術の二っの意味を持ってい
ることは，周知のことである。
　ともあれ，古代ギリシャ文化は「芸術収集
や芸術事業及び，芸術通や芸術史家を有する
時代とは全然あいそうもない」（プシヨール）
とも言われるように，全く異質な造形芸術時
代を形成していたと言える。
　神殿は，宗教的礼拝を目的とする場ではあ
るが，同時に神像を見，美的享受をする礼拝
的観照の場であった。
（n）神殿，ピナコテーク〔絵画室〕，ストアポ
イキレー〔列柱絵画館〕
　古代ギリシャの宗教は，土着民の宗教と北
方から浸入してきた征服民の宗教と融合の産
物である（コムストック・宗教）と言われて
いるが，教義の宗教であるより，むしろ，祭
儀の宗教であった。そこで，ギリシャの神々
の名前の背後には諸部族社会の思考や行為に
結び付いた儀式や習慣があったと言えよう。
　神々に，それぞれ明確な個性を与え，体系
としてのパンテオン（Pantheon）に取り纏め
た人物はホメロースであり，ヘシオドスで
あったと言われている。
　後世の史家ヘロドトスも「ギリシャ人のた
めにその神々を作り出し彼等に名を与え，役
目を定め，彼等の姿を描き出した」と記して
いる。
　神殿は，神像を安置し，崇拝（worship）し
礼拝する処であり，供犠（sacrifice）し，物品
の供進（offering）が行われる場所であり，奉
納された宝物を収蔵するための場所であった
と言えよう。
　そこでは目に見えぬ神を目に見える姿とし
て，視覚的に捉えて神を感じさせる場であ
る。見ることは，その形と色でその意味を捉
える，観照することである。
　つまり，神像はあくまでも宗教的礼拝のた
めのものであるが，同時に目に見える美的経
験の対象でもある。
　神殿や神像の建造には，彼等の信仰的情熱
が注がれており，霊感により神を見出し，形
像化したのであり，当時，知られた最良の資
材と最高の技術が投入されていたことは疑い
得ない。
　この神殿は神像を納めた内室（ナオス）と
その前室（プロナオス）と，その後方に宝物
庫（オピストドモス）があり，そこはギリ
シャ各地から奉納された金，銀で造られた器
物，っまり，工芸品類が納められていた収蔵
室であった。
　また，別棟に絵画室（ピナコテーク）があ
り，当時の記念的絵画が壁に掛けられていた
と思われる。（フレスコやモザイク画ではな
かったようである。）
　有名なギリシャの彫刻家，ブイディアスが
オリンピアのゼウスの像の制作に際して，何
を手本としたかと問われて「イリアス」第一
書（528～530）の「か黒の眉にクロノスの子
が，うべないの頭を下げれば，芳しき神髪は，
それ，不死なる御神の，頭よりさっとばかり
に，垂れなびくと見え，オリュンボスの，大
峰をおどろと揺すった」を口ずさんだと言う
伝説（波多野・西洋宗教思想史）があるが，
この見えざる神を見ることの根底にはムーサ
の芸術的霊感があったと言うことになる。
　例えば，ホメロスの詩に，プシュケー
（Psyche）は，人の死の際，最後の息と共に
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飛びさる人の形をした透明な霊魂であると
言っている。神も霊魂と形象を持ち，神像は
その霊魂の肖像（Eidolon）であると考えら
れていたように思われる。
　ところが後世，このギリシャの宗教は追放
され，いま我々が見るギリシャの神々は，こ
の霊魂が抜け落ち，信仰心のぬけた石の彫刻
作品と化している。
　しかし，その規模の壮大さ，華麗さを思え
ば，その信仰が如何に強く，激しいものであ
り，それは石に翻訳された祈疇であり，神へ
の讃歌であったと思われる。
　この神像は，一部の特権階級だけの占有物
でなく，全ての階級に及んでおり，共有物で
ある。宗教的礼拝像であるが，また礼拝的に
観照されていたものであると思われる。
　この神々の他に，英雄・競技者の彫像（こ
の像が始あて造られたのはBC536年であっ
たと言う。パウサニアス）が記念や功績を褒
め讃えるたあに数多く並べられており，ま
た，戦役で征服地の王侯，富豪から，珍，奇
な宝物を分捕り，戦勝の記念とともに功績の
顕彰の場でもあった。
　既に，述べたように，手先による仕事は卑
しいものとされており，手先の仕事で生活費
を稼ぐ職人（Artisan）は，土地を所有しない
賎民であり，奴隷であり，美術家と言われる
高い職業身分ではなかった。また，職人は父
子相伝の技術であり，何よりもその全工程を
マスターしていなければ未熟とされていたよ
うだ。建築工と彫刻工は同じ職人のランク
で，多芸多才を以て優れた者とされていたと
言われる。
　この黄金時代のアテネも，公共の建物以
外，宮殿も大邸宅もなく，市民は全て粗末な
家に質素に生活していたと言われる。「街路
も人家の大部分は貧粗で形の整っているの
は，ほんの僅かに過ぎない」（アリストテレス
の弟子で地理学者のディカイアルコス）と述
べていることからも伺える。
　キリスト教の支配する時代になって，ギリ
シャの神々は，異教の神の偶像になり，破壊
されるか，地中に埋められるかであり，美術
品とは見られていなかった。
　パルテノンの総監督であったブェイデイァ
スでさえ，彫刻師の一段下る地位とされてお
り，次のローマ時代でも「神の像は崇拝する
が，それを制作した彫刻家は軽蔑する」（セネ
カ）と言われた程，彫刻家は高く評価されて
いなかった。
　ローマ時代までこの芸術観は続くが，次第
に，ギリシャの造形芸術への関心が高まり，
その関心の度合が教養の程度を計る尺度とな
り，個人によるギリシャ美術の収集が盛んに
なって来たとも言われている。
　ヘレニズム期，丁度，ムーゼオンが造られ
た頃，学問，技術の総合的な交流が始まり，
折衷主義的思考がその根本的特色とも言える
が，その頃になって，古代遺物の系統的，計
画的収集が始まったとされる。
　そこで「ギリシャ芸術を一目で見渡せる，
完全な彫刻陳列館を造ろうとし，重要な作品
が手に入らぬときは，複製を造らせた，この
時代の収集は学問的計画性と言う点で近代博
物館や美術館の先駆である」（ハウザー・芸
術と文学の社会史）と言われるが，それを裏
付ける資料を未だ見出し得ないでいる。
（皿）力タコンベと教会堂
　m一マは，自ら独自なものを作り出してい
ないとも言われる。っまり，ギリシャの模倣
者に止まり，その特色は，集大成であり，便
覧的であった（エトルリア・ケラー）と言う。
さらに，芸術には余り関心を示さなかった
人々と言われており，当時の詩人，文学者も
純粋のローマ人は少なく，異民族出身やその
血の交じったものが殆どであったとも言われ
ている。
　美術家っまり，画家，彫刻家，建築家（大
工）は全く工人扱いで，名前も伝わらない場
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合が少なくない。
　ギリシャの模倣が始まり，その傑作のコ
ピーを作らせたり，皇帝や，戦いに勝利した
将軍のための賛美像が造られ，或いは家族の
肖像彫刻等が盛んに造られるようになった。
　それらが凱旋門や公衆浴場，或いはマウゾ
レァム（Mausoleum・霊廟）の記念碑的彫刻
であった。
　シーザは私有の石彫品を神殿に寄付し公衆
に観覧させ，美術品を死蔵してはならないと
模範をしめしたと言う話もある。
　富豪の邸宅にはギリシャの職人の手で，ギ
リシャ胸像の模刻，フレスコやモザイクの壁
画が描かれ，陶芸品が飾られており，それら
は建物に付属した装飾品であり，部屋の装飾
品であった。
　また，有名な公衆浴場には，彫刻作品の並
ぶ遊歩道，読書室と図書室，展示場，体育場
があり，その柱廊の間を散歩しながら，観賞
することもあったであろう。
　ローマ期で，注目すべきはキリスト教の伝
来である。キリスト教がローマに伝えられ，
抑圧の中で宣教を続けるが，信者の地下墓場
（カタコンベ）に描かれた壁画は聖書の内容
を描いたものであり，いつれも，キリストの
復活を前提としており，後世のような祈りの
場を飾る荘厳な絵画ではなく，信仰を伝える
画である。
　キリスト教にとっては，芸術作品の価値は
美的価値以外のものにあり，それらは教会の
宣教にとってかなり重要な道具であった。
　この教会（エクレシア）と言う言葉は民衆
の集合を意味しており，建物をさしてはいな
い。それはキリスト教は長い間，教会堂を
持って居なかったからである。
　人々が集まり祈る場所，祭壇は不可欠であ
り，それらを包含する建物が必要となり，そ
のための教会堂が造られるようになる。
　教会（堂）は神と世界を繋ぐ場であり，神
の国への通路であり，神への拝脆と奉仕の場
である。礼拝には，祭儀と儀式が必然であり，
その場の環境雰囲気が重要な条件となる。
　そのためには教会堂は，この世であってこ
の世で無い，神の国のような環境を必要とす
る。聖なる場には，視覚による荘厳な空間と
音楽による美の表現は欠かすことが出来ない
ものである。
　キリスト教会はイスラエルの宗教芸術の遺
産として，音楽を継承し，旅の中で生みだし
た時間芸術が発達したのは当然である。しか
し，ギリシャ文化と接触し，空間的表現を学
び，教会の宗教的荘厳を取り入れたことは言
うまでもない。
　しかし，モーゼがその十戒にも言うように
「偶像」の礼拝を禁止し，「神は世界を超越す
る」ゆえに，象徴的表現が重要視されるので
ある。
　そこで，象徴は神の近さを意味するより，
寧ろ神の遠さを意味する必要があった。この
荘厳なものとは，カントの言葉を借りれば
「解明不能の概念」であり，戦傑的，力ある，
巨大なもの等の超越的なものの表現である。
　ストラボン（前1世紀・ギリシャの史家）は
「絵画は文盲者にとって書物の代用物である」
（芸術と文学の社会史）としているように，キ
リスト教の最も著しい特徴は，芸術を道徳教
育の手段と見る考え方であるとしている。
　そこでは制作者も指示者も自分の好む聖書
の出来事を装飾として施したものではなく，
お互いに共有する精神性を表すために描かれ
た。
　後に，コンスタンテイヌスによるミラノ寛
容令以後，国家宗教として認められると，聖
書や聖人に関わる聖地に聖堂を国費で建てら
れることになった。
　400年頃までには，ローマ市だけで40の教
会堂が建てられ，宗教儀式が複雑な形態を取
るようになったと言われる。それは，信仰を
霊的に表現しようとしたものではなく，むし
ろ，外面的な目や耳や想像力に訴えるもので
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あったと言えよう。
　手写本しかない当時，聖書は非常に少な
く，また民衆は殆ど文字が読めず，聖書は聖
職者が読むものであると思われていたようで
ある。そこで民衆は教会堂の画や彫刻を見る
ことで，聖書の内容を知ると共に，信仰を確
かめ礼拝的な観照をしていたと思われる。
　っまり，教会堂は宗教体験の場であり，宗
教を学習する場所であるが，同時に視覚によ
り神の存在を知り，その姿を認識する場であ
り，魂の清めは音楽（ムシュケ）である。そ
れは旋律とリズムであり，またその空間的表
現としては，神の象徴的表現であり，神の姿
の礼拝的観照であった。つまり，人々が音楽
や美術と出会える唯一の場であったといえよ
う。
　モザイク画の出現で教会堂の壁や床は飾ら
れることになる。このモザイク（mosaic）の
語源は，ムーサイの家というMouseionと同
じであり，また，材料の小片の中心的生産地
はアレキサンドリアであると言われているの
は，余談ながら興味深い点の一っである。
　さて，教会がその歴史の古さ，権威を誇り
巡礼や信徒を集めるには，巨大な大聖堂を建
て，荘厳に飾り付け，歴史的に優れた聖遺物
を持ち，それを開帳して人々に見せることで
あるQ
　っまり，聖遺物信仰にある。この聖人崇拝
は，聖人が生者を助けて呉れると言う信仰に
基づき，聖人の骨・爪・遺髪・衣服・書籍そ
の他聖人が身に付けていたものが崇拝されて
いる。しかし，中には，いかがわしい贋物も
少なくなかったことは想像に難くない。
　需要があるところ，当然それらを供給する
人があり（商人），またそれらを作る職人が出
てくるのは，今も昔も変わりはないことであ
る。余談となるが，美術品の贋物の歴史も古
くその変遷を探りたいと思うが，これも稿を
改めて追及して見たい。
　何故ここで，聖遺物の話が出て来るかと疑
問に思われるであろうが，この現象は美術館
が「看板作品」の収集に躍起になっているの
と余りにも酷似していると思われるからであ
る。特にこのところの日本の美術館の目玉作
品取得への関心のに似ている。
　何よりも優れた「目玉作品」を持ち，その
一点で観客を集めて良しとする態度は，この
聖遺物の収集を巡る話と全く同じように思え
てならないからである。
　さて，この聖遺物の収集には十字軍の遠征
が，多大に貢献している。この遠征は，民衆
の生活水準を高め，遠征に関連して商業が発
達し，巨額な費用の補給，給料等貨幣経済の
急速な発達を促し，商人階級が富を得て歴史
に台頭し始めるからである。
㈹　領主の館・大聖堂
　城郭は戦いの為の建築ではあるが，また，
領主達のバラス（居館）でもある。その広間
には壁画が描かれ，聖書に取材した聖者や闘
いの画が書かれていた。また，城には礼拝堂
（カペレ）を設けていたと言う。（中世への
旅・騎士と城）
　キリスト教の普及と共に，聖書とくに福音
書の物語が，人びとの身近な存在となった
が，多くの人々はまだ文字が読めず，その物
語を分かり易く絵解きした彫刻，壁画，祭壇
鑛灘纈 繊　　　　　禰”撫、蝿糖霧蒸撫　　謙驚・1　　藤　　　　　　　丁一tAt㍉”
オーストリア・アングラス城
美術陳列室
右手前の建物が
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画が描かれた。人々は彫刻や絵画を見ること
で聖書や物語を読む代わりであった。従っ
て，それらは礼拝の対象であるが，また，物
語の絵解きであり，当然美的鑑賞されていた
と言える。
　10世紀末から12世紀前半にかけて，花開
いたロマネスク芸術の作品は，農業技術の発
展に支えられ，農村を支配していた領主（騎
士階級）の寄進によるものが少なくない。
　各町や村の教会堂は，住民の200名に一っ
の割合で作られたと言われる程普及し，民衆
の教育は専ら教会が担当し，その中身はキリ
スト教の普及，伝達を目的としていた。
　聖者伝，奇蹟録が書かれ，信仰を鼓舞し，
巡礼を誘因し，マリア信仰・十字架信仰が盛
んになったと言われる。
　何よりも，中世人にとって最終の目的は
「救い」の問題である。現世を生きることは天
国に行くために，地獄に落ちないように生活
することだったと言えよう。
　領主の城館では，戦争への関心が薄れ，世
俗・社交が重きをなしてくる宮廷時代（ソー
ニェ・中世フランス文学）と言われる。また，
地方に大学が出現している。
　それまでほんの僅かしか知られていなかっ
たアリストテレスの全作品を，アラビア人を
仲介として知ることになる。トマス・アクイ
ナスを始め優れた学者が研究を始め，アリス
トテレスは「哲学者中の哲学者」として，
ヨーロッパに知られるようになった。
　また，ゴシックの大聖堂が建てられたが，
この大聖堂は，学識豊かな者から，無知文盲
の輩の目まで，超絶的世界の偉大な神秘を語
りかける，中世の思想と芸術の小宇宙であっ
たと言える。
　つまり，キリスト教伝道のための，思想の
大聖堂であり，同時にそれは「美術の館」で
あり，形で表された神の荘厳の世界であった
と言えよう。
　領主や国王達は傑出した権力を持ち，その
持てる力や富を社会に「贈与」しなければ，
その立場を危うくすると言われるように，こ
ぞって大聖堂を建設し，臣下や領民はその贈
与に対し奉仕を以て応えたと言われる。
　キリスト教では小教区（聖堂区・司祭区）
の組織が整い，民衆は日曜日ごとに教会に参
集したが，彼等は，ラテン語（文字）が読め
ず，また読むことを禁じられていた。
　そこで教会堂の壁や祭壇の前部にある画
や，柱に刻まれている彫刻や神秘感を誘うス
テンドグラスにより，神の偉大さを知り，聖
書を理解し，聖者の殉難を見て感銘を受け，
挿絵によって法律や教義を学んだと言えよ
う。そこでは，一つ一つの画よりも，教会堂
全体の荘厳な演出効果が重要視されている。
　何よりも，本山（大聖堂）は巨大にして，
華麗，荘厳でなければならぬと言う精神で人
工の限りを尽くして美化し，「神聖なものを
作るには一切手を抜いてはならない」己を虚
しくした敬凄な制作態度で作り，またそれを
拝する方も，それらを単なる芸術作品として
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鑑賞することではなく，また，見てはならな
いものとされていた。つまり，それは戦傑す
べきもの・優越した力あるもの・神秘なもの
の象徴として見られており，礼拝的に観照さ
れていたことは疑えまい。
　ここでも，未だ芸術家と言われる職業区分
はなく，職人（アルチザン）と言われるもの
であったが，しかし，職人の中には創造的，
意欲的な人と，ただ，・伝統技術を墨守するし
か才能のない者があったであろうことは想像
に難くない。
　しかし，宗教画はこれら職人の発想ではな
く，あくまでも教会と，その宗教的伝統とに
より設定された原理に基づいて構成されてい
る。芸術家（職人）の権限に属するのは，た
だ技術のみであり，その権威は教父の権限に
あった。
　職人達はギルド（組合）を作り，その技巧
によって，親方（Master・Meister）職人，徒
弟の段階があった。親方になるには，長い修
業の後，厳しい試験の結果認められたもので
あり，その作ったもの（Master－Piece）は優
れたものとされていた。現在でも名作，傑作
のことを指すことからも伺える。
　13世紀の後半は中世史上画期的な時代で
ある。宗教熱狂の最盛期でもあり，教会堂の
建設には，王侯貴族は勿論，大商人は競って
教会に献金し，貧しい者は労力を提供したと
思われる。一部で言われる支配階級による強
制労働の産物と見るのは，確かに，歴史解釈
の一っであるが，それで全てを律するのは，
いささか偏った解釈と言わざるを得まい。
（v）寄付，寄贈の精神
　地主や商人層が力を持ち，高利をとること
が大問題になった世紀でもある。（ジャッ
ク・ゴッフ・中世の高利貸）つまり，貨幣経
済が，旧来のキリスト教的価値を脅かして
いった。神と金とを対立させてきた宗教とし
て，汚れた手で得た富，金を如何に正当化す
るかにある。
　初期キリスト教において，「財産は罪悪で
ある」と言う簡明だが極端な結論が出されて
おり，私有財産を人間の争いの根源であると
する考えが古代教会の教父達の基調となって
いたと言えそうである。
　中世における高利の定義の源は種々ある
が，聖ヒロニムスの「何んであれ，与えた以
上に受け取れば，ウスラ（過剰）と呼ばれる」
っまり，高利とは不法な剰余，非合法の超過
とされ，まず盗みであるとしている。そこで
神の救いを得るには，その得た利益を，全面
的に神に返還することであるとされていた。
　つまり，時間は本来神のものであり，神に
属したものであるから，その時間を使って利
益を挙げる高利貸が批判の対象となり利子を
取ることは禁止されていた。
　教会は高利貸にむかって，「金か，命か，ど
ちらかを選べ」と言うのが常であり，そこで
来世を得たい商人層は挙って教会に数多くの
寄進をすることになる。
　そこで教会は商人の利益を目的とした活動
を認めざるを得なかった。
　換言すれば，地獄を免れ，天国を手に入れ
る手段は，不当利得を神に返還することであ
り，世俗的次元では社会への返還であり，信
仰次元では教会での告解であり，寄進であ
る。教会堂建設熱が冷めっっある時期でもあ
り，まず利潤と言う考え方に反対し，その償
いとして財産の一部を教会堂の建設のような
敬神的な事業に寄付させることで，そのやま
しさを解消させ，愛郷心や他地域との競争心
をあおることによって，他に優れた「教会堂
建築」の流行をもたらしたと言えるのではな
かろうか。
　こうした精神は，現代にも生きており，欧
米人の心情となっている。持てる者は，社会
的なもの（美術館等）に寄付，還元している
ことは，良く知られたことである。
　例えば，アメリカ人は，慈善と奉仕に最も
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気前の良い人達であると言われるように，全
寄付総額の83％は個人の寄付であり，その個
人の寄付金の50％が教会への寄付であるこ
とを見ても裏付けられるが，美術館への金銭
の寄付，所有美術品の寄贈が少なからずある
ことでも分かろう。
　さて，こうして出来た各地の聖地や教会堂
への巡礼がフランスで始まり，好奇心にしろ
信仰心にしろ旧訳，新訳の人物の絵や彫刻が
見られ「文字のない共通な本」を持っていた
と言えよう。
　1211年ランス大聖堂の彫刻は教会の壁面
から分離し自律的存在になったと言われる
が，「芸術は宗教の侍女である」と言う考えは
変わってはいない。
　聖書の絵解きと啓蒙のため「内部が壮麗で
あればあるほど聖性は増幅される」と言う考
えは，ルネッサンスの頃に一段と強くなった
とも言われる。
　しかし，当時の貴族階級の主たる教養は，
音楽と舞踊であり，造形美術への関心は取り
上げられていない。
　ルネッサンスは，職人仕事を学芸の域にま
で高め，作品は「自己表現の場」となり，芸
術家は始めて，その作品の上に立った。芸術
家が或る程度社会的地位を得た時期である。
　世俗的な美術品の収集が始まったのは，15
世紀のイタリアで教皇が，古代彫像を集めた
こと，そして王侯貴族は巨匠による肖像画の
収集，にあると言われている。
　また，メディチ家では「神の栄光を讃え，
市の名誉に役立ち，そして私自身を記念す
る」為に，教会堂の祭壇画，礼拝堂の壁画の
制作を，当時の著名な作家に依頼している。
しかし，この理由として，作品を購入するこ
とは，金の善用に繋がるものとして，祭具や
施設より安くっくと言うことも見逃せないの
ではないかと言われている。
　特に，ロレンツォは収集家であり，「芸術家
よりも，芸術作品の方を愛した」と言われる
ルネッサンス期の美術陳列庫
が，彼の宮殿に，宝石，壼，メダル，カメオ，
などを保存する部屋を設け，庭園には古代の
彫塑を置き，その散歩道はさながら野外美術
館の如くであったと言われる。
　そして芸術家のパトロンとして，その作品
を一人占あにするのは，集めることの悦び
と，自己のロマンの世界を構成，所有する喜
びがその理由であったろう。
（VI）博物学収集室と美術
　16世紀は，大航海時代の流の中にあった。
ヨーロッパ世界が拡大し，世界の珍奇物が収
集され「博物学の時代」でもあったが，美術
品は余り珍重されてはいなかったようであ
る。
　当時の版画を見ても，画や彫刻は珍奇品を
陳列する部屋の装飾的付属品であり，事件や
モノの説明的なものとして用いられていたよ
うである。また，絵画の収集も，系統的な収集
ではなく，あくまでも趣味的なもので，集め
たものは部屋一杯に乱雑に置かれ，とても鑑
賞すると言うものではなかったようである。
　モンテニューは，「随想録」（1580～81）の
中で，安楽と贅沢の好みが至るところに広が
ると述べ，君主や豪商達が金持ちになると，
自分の家を商業から遠いところに作り，二代
目以降になり，学者や芸術家を保護し始める
と述べているが，これは現代にも通ずる見解
であり，人間はいっでも変わらぬものである
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と思われ興味深い。
　16世紀前半，フランソワ1世はフランスの
ルネッサンスを推進したことで有名である
が，特にレオナルド・ダ・ヴィンチをフラン
スに招いており，レオナルドが生涯手放さな
かった「モナ・リザ」が，フランソワの手に
渡り，現在，ルーブル美術館の看板になって
いることは良く知られたことである。
　独裁君主体制で，王侯の勢力は伸展し，貨
幣経済に基づく資本主義への転換があり，産
業社会に換わっていった。
　例えば，ザクセンのアウグスト家，ウイー
ンのハプスブルグ家，フランスのルイ家など
の宮廷絵画室が拡張され，収集品は古典が好
まれたが，所詮，貯蔵室的であり，一般に公
開されたものではないが，収集と言う点では
貢献度が高い。
　ルイ13世は豪華な宮殿を建て，その装飾
は贅をつくし，多くの画家達に大作を描か
せ，彫刻を置き，又古代のメダルや骨董品の
「珍品」を集めていたことは余りにも有名な
ことである。
価　サロンの時代
　宮廷文化が盛んになるに従い，貴族の夫人
達の「客間」が，サロンと言われ，洗練され
た教養人の社交界となり，17世紀末には，パ
リだけで800以上のサロンが出来たといわれ
ている。
　サロンの始まりはランブイエ夫人の「青色
の部屋」とされ，教養ある人々が，毎夜のよ
うにこのランブイエ邸に集まり，最近の文
学，音楽，美術，科学上の発見，フランス語
の文法，古代ローマの話といった高尚な話題
に時を過ごしていた。
　そしてサロンには，絵や彫刻，工芸品が飾
られ，生活に情趣を加える余技の世界である。
　美術の普及に従い，1660年代には，アムス
テルダムの取引所内で最初の展覧会が開催さ
れ，絵画の商品化が始まったと言われ，さら
ジョフラン婦人のサロン
覇
籔
繋鞭
に，露天市場で絵画が，色々なものと交換さ
れていたといわれている（ハラップ・芸術と
はどういうものか）。
　つまり，資本主義は一切のものを商品に帰
してしまい，芸術もまた商品となり，芸術家
は商品生産者となった。そこで，作家の自由
商品としての制作となった。
　しかし，「ともかく，普通の資本家が芸術を
必要と感じるとすれば，自分の私生活を美化
したいか，さもなければ，有利な投資と考え
た場合である」（ブイッシャー・芸術は何故
必要か）とも言われるように，稀少生産の美
術品は民衆とはかけ離れた，贅沢品であり，
容易に手にいれることの出来ぬ，高級品で
あったことは言うまでもない。
　例えば，贅沢で有名なポンパドール侯夫人
は，自室を最高のセンスで飾り，絵画，彫刻，
骨董，古美術品の逸品，珍品を選りに選って
陳列していたが，その記録によると，429万
ルーブル（全経費の11％）に及ぶ画家，彫刻
家への支払いがあったと記録されている。
　この頃，レジャーを目的とした旅行が始ま
り，宗教的巡礼にかわって名所，1日蹟，美術
館巡りの時代となる。英国に旅行したドイツ
人（文学者・聖職者）がロンドンで楽しんだ
ものは，芝居，音楽，公園，庭園と大英博物
館を始め，各種の博物館を訪問し，「あらゆる
階層の人々，なかには最下層の人までが」訪
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れているのは「国民の共有財産だから」と感
心している。
　この贅沢することが仕事であり，美徳であ
ると言う上流階級（フィールディング）の趣
味は次第に水平的な広がりを見せると共に，
生活水準の向上があり，垂直的に中流階級に
普及していった。
　つまり，ブルジョワ階級が登場し「成り上
がり族」が目立っようになる。「卑しいブル
ジョワは本当の貴族の考え出したものを真似
る」と言われるが，宮廷や貴族の趣味，趣向
を取り込み部屋の壁を飾り，彫刻や高価な工
芸品を置くようになった。
　1720年には，贅沢禁止令等が出されたが，
殆ど効果はなかったようである。富裕階級
は，華美なパーティーに使用する金銀の精巧
な道具造り，ウエブレンの言う（街示的消費）
としての他人に見せるため，家族の肖像画や
その他の絵画，豪華な工芸品を注文，購入し
住居を飾ることが流行となった。
　作家達は，宮廷，貴族に代わる新しいパト
ロン（ブルジョワ階級）を捜さねばならなく
なった。この新興階級の人々は，貴族の例に
ならい肖像画や胸像を造り，邸宅に飾ること
を好んだからである。
　1747年になって，美術作品の時評がラ・
フォン・ド・サンテイエンヌにより発表され
た。そして彼は「当時の芸術は退廃している
とし，それを救うためには美術館を設立すべ
きである」と提唱している。
　1760年代になって，これら作家達は，やっ
と芸術家（Artist）と呼ばれ，社会的地位を
確保したとも言われている。
　1789年7月，フランス革命となるが，ナポ
レオン時代を経て，王政復古（1814～30）が
実現されたが，ヴェルサイユ宮殿は荒れるに
まかせた状態で殆ど修復されることもなかっ
た。
　7月革命で退位したルイ・フィリップは，
この宮殿を修復し，そのなかに「歴史美術館」
レオポルド大公のギャラリー
を創設しようと，自ら設計した広間と画廊
に，かねてから収蔵してあった，5000点の絵
画，工芸品などを陳列し，また，同時代の巨
匠にも呼び掛け作品を納入させ，ヴェルサイ
ユ「歴史美術館」の完成を進めた。しかし，
1848年の2月革命で王座から追放され，この
計画は中断された。
　この頃は，日曜日，教会で過ごさない時間
は，真面目な読書や瞑想に当てるべきである
と言う考えが圧倒的であったようである。真
面目な文化施設（博物館等）を開放したら，
との意見も出たが，神職者の反対にあい中止
せざるを得なくなり，これが実現したのは19
世紀も末のことであると言われる。
　19世紀は政治形態の変化に伴い，貴族，富
豪の収集品が，国家や地方の政庁に移され，
一般の啓蒙教育の資料として公開され，現在
の美術館的形態を見せ始める。
　この頃，サロン評を書いていたスタンダー
ルは，この頃の絵画は，天井の低いアパート
に住む関係から貴族の館に比ベサイズが小さ
くなったと言っている。これはブルジョワの
家庭向きの装飾品として美術品の需要が増え
たことを意味している。
　そしてヨーロッパの各地に大聖堂に代わる
世俗的寺院とも言える美術館が造られること
になる。例えば，
　　1830年，ベルリン（アルテヌミュージア
　　　　　　ム絵画用ギャラリー）
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レオポルドヴノレム大公のコレクション室
1865年当時のルーブル美術館
　　1836年，ミュンヘン（ピナコテーク）
　　1838年，ロンドン
　　1855年，ドレスデン，ブリュッセル
　　1891年，ウィーン
に美術館が誕生する。
　そして，1844年，ベルリン大学に始めて
「美術史」の講座が開かれ，美術史の学問的研
究と美術を広く啓蒙することになり，ヨー
ロッパの各地に美術館が造られることにな
る。
佃）近代観客の誕生。
　1910年，ヨーロッパを中心に約600館，
1939年の統計では約2500館の美術館（Art
Museum）が出来たといわれる。
　美術や音楽が広く一般に普及することに
なったが，その享受の姿勢は低く，教養レベ
ルも決して高いものではなかった。例えば，
音楽の世界で，ハイドンが，コヴェント・
ガーデンの演奏会で聴衆のお喋りが余りにも
やかましいので，あきれたと言う有名な話が
ある。
　その頃の音楽は，熱心に耳を傾けて鑑賞す
ると言う，共通の理解は成立していなかった
と言われ「音楽のあるパーティ」と言う理解
が普通であった。
　現在の音楽鑑賞のように，息を詰めて「作
品を鑑賞する」と言う形態は生まれていな
かったと言う。文化の担い手が貴族から新興
のブルジョワ階級へ，そして一般大衆へ移行
し，それに伴って聴衆が増え，演奏会が商業
ベースにのるようになって，「マスカル
チャー」となり，不特定多数の聴衆を意識す
ることになったと言われる。（渡辺・聴衆の
誕生）
　そこで聴衆の質に応じた機能分化が行われ
始め，真面目な鑑賞派と娯楽派とに分かれて
来たとも言えよう。
　この現象は美術の世界でも全く同じであ
る。美術品は，部屋の装飾であり，豪華な雰
囲気造りであり「画のあるサロン」であった。
そこでは富力，財力を示す「街示的消費」で
もあり，趣味，教養を示すものとしてあった
とも言えよう。
　しかし，現代でもやはり，「壁に掛ける宝
石，株券」と言われるように，財産保全の一
端とするコレクターも少なく無いと言えるの
ではなかろうか。
　っまり，優れた美術品は，稀少品であり，
従って高価であり，容易に一般家庭では手に
いれることは出来ない「贅沢品」であった。
　1920年代から「複製芸術」（特に，絵画の写
真版）が流行していった。
　多くの人々は写真などの複製に接する方が
普通で，本物を手に入れることなどは夢のよ
うなことであり，本物が見られるのは美術館
でと言うことになった。
　しかし，或る統計に依ると美術館を訪ずれ
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る労働階級の80％は，美術館と言えば教会を
連想し，その60％は個々の作品名を思い出せ
なかったと言うことである。
　つまり，美術館はムーサの神殿であり，芸
術と言う神を祭る教会であり，権威ある場所
として，芸術の神聖さと大聖堂の神々しさを
保ち続けており，神の居ない神殿であると，
思われていることである。
　それは依然としてその建築にも現れてお
り，神殿風のファサドを持ち，シンメトリー
な形態豪華に，重々しく造られ，その中の
芸術作品を造った作家への崇拝に換わってい
ると言えよう。
一エピローグー
　「文化はコレクションを造り，コレクション
は文化をっくる」（デイロン・リプレイ）と言
われるように，博物館の収集は「コレクター
の好奇心の詰まった飾り戸棚」であったが，
美術館の収集は，神殿の宝物であり，教会堂
の荘厳化であり，領主や王侯の権力誇示の場
であり，富裕者の街示的消費の場であった。
　ヨーロッパにおいては，この王侯や富豪達
の収集品が，基礎となり，今日の優れた美術
館が出来ている。つまり，過去の集積から
Gewerden（生まれた）ものであり，現在わが
国の美術館のように，Gemacht（造られた）
ものではない。
　例えば，ヨーロッパからの移民で建国さ
れ，住民の手によって造られた，アメリカの
美術館の多くは，地域の富豪を始めとする住
民の寄付，寄贈で造られている。例えば，世
界の三大美術館の一つと言われる，メトロポ
リタン美術館も，その収集品の80％以上は寄
贈品であるといわれている。これもキリスト
教精神に基づく富豪を始めとする人々による
寄付，寄贈によるものであり，地域の誇りと
して，その行為は現在でも続いている。
　美術館は地域住民や大衆のための機関であ
り，昔の王侯，貴族，富豪に換わるコレク
ターなのである。そこで美術館に収集される
ものは1，古さ2，珍しさ3．値段の高さとい
う基準であると皮肉って言う人もいる。「公
共の美術館の機能は，生活をより興味深く，
面白く，そして健康的なものにすることにあ
る。そして美術館は，公共に影響を与えるよ
うに密接に関連していなければ，それを上手
に運営することは出来ない。それが生活の物
質的な装飾一それは美術である一と密接な関
係が無ければ，機能することが出来ない」と
も言われている。
　確かに美術館は博物館の一種であるが，そ
の機能は他の博物館と若干異なるもの，つま
り自分の好む或る一点を鑑賞する趣味的娯楽
的な場という要素もあることである。
　博物館としての美術館の収集では，地域，
時代，範囲等の必然的にある方向が予想され
系統的なカタログを作ることにあり，美術館
のコレクションと言う新しい文脈のなかで，
新しい意味を見出すことになる。
　つまり，美術史的学習の場であると共に，
個人の趣味，志向に基づく美の鑑賞の場であ
るからと言えよう。
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ASocial　History　of　Art　Museums
．KURATA　Kimihiro
　Art　Museums　have　two　different　features．　One　is　as　a　museum　that　is　the　place　of　learning
arts　historically　and　appreciating　arts　systematically．　Another　is　as　a　art　gallery　that　is　the
place　of　admiring　arts　for　interest　and／or　enjoyment．
　They　say　that　the　origin　of　museums　should　be　the　Mouseibn　of　Alexandria　in　Hellenistec
Egypt．　But　it　should　be　better　to　consider　the　Lukeion　of　Aristoteles　in　Greece　as　origin　of
natural　history　museums．
　On　art　gallerys，　the　origin　of　them　should　start　from　temples　and　image　of　gods　in　ancient
Greece．　It　was　a　little　earlier　than　that　of　museum．　There　were　several　paintings　in　the
Pinacoteca　and　the　Storepoikile　at　Athens　for　documentations　and　memorials．　It　should　be
possible　that　people　of　that　age　worshiped　them　and　also　contemplated　them　aesthetic．
　After　the　Cristianity　sweeping　over　the　Europe，　many　churches　and　cathedrals　were　built　and
adorned　their　interior　to　reveal　the　world　of　the　God．　Paintings　and　sculputures　of　them　were
originally　a　substitute　of　visible　Bible　for　ignorant　people．　Religiously　they　worshiped　them．　On
the　other　hand，　people　contemplated　them　aesthetic．　In　this　sense，　they　were　simultaneously　the
house　of　art．
　The　houses　of　lords　and　monarches　were　decorated　by　paintings，　sculptures　and　art　crafts．
And　aristocrats　opened　their　salons．　The　wealthy　class　collected　art　works　as　the　decorations
for　showing　off　their　power　and　finance．　However，　these　collections　are　turned　to　the　funda－
mentals　of　the　famous　art　musems，
　It　was　from　19th　Century　that　the　public　audience　appeared，　and　art　museums　were　changing
to　real　museums　for　public．　However，　even　today，　many　people　may　feel　art　mu．seums　some－
thing　sacred　and　strict　places，
　It　should　be　the　real　art　museum　where　is　the　place　for　the　life－long　integrated　education　on
about　beauty，　and　also　the　place　for　interests　and　enjoyments．
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